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深
刻
な
労
働
力
不
足
な
ど
生
産

年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
社
会
問
題

に
対
し

企
業
の
積
極
的
な
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
が
有
効
な
解
決

策
と
な
る

本
稿
で
は

︵
１
︶

自
動
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上


︵
２
︶
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
業
務
の
改
革

の
観
点
か
ら

考
察
す
る


　
ま
ず

︵
１
︶
自
動
化
に
関
し

て

業
務
を
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
︵
ゼ
ロ
ベ

ス
で
抜
本
的
に
再

構
築
︶
す
る
と
共
に

従
来

人

が
行

て
い
た
業
務
の
シ
ス
テ
ム

化
や
機
械
化
に
よ
る
代
替
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る


　
例
え
ば

①
紙
ベ

ス
や
手
作

業
で
行

て
い
る
定
型
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
処
理
の

合
理
化
・
省
人
化
②
定
型
的
な
事

務
作
業
や
デ

タ
入
力
作
業
の

Ｒ
Ｐ
Ａ
化
︵
ロ
ボ
テ


ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ

ト
メ

シ

ン
︶

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
自
動
化
③

ピ

キ
ン
グ
・
搬
送
な
ど
の
物
流

業
務
や
配
膳
・
清
掃
な
ど
の
サ


ビ
ス
業
務
の
ロ
ボ

ト
活
用
に

よ
る
作
業
の
自
動
化

が
挙
げ
ら

れ
る


　
次
に

︵
２
︶
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
活
用
に
関
し
て

従
来

経
験

者
に
頼

て
い
た
熟
練
業
務
や
現

場
対
応
が
求
め
ら
れ
る
監
視
・
保

守
・
補
修
業
務
の
機
械
学
習
や
遠

隔
操
作
で
の
代
替
・
高
度
化
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る


　
例
え
ば

Ａ
Ｉ
の
活
用
で
は


①
仕
入
れ
業
務
の
基
と

な
る
需
要
予
測
や
品

質
検
査
・
故
障
予
知
な

ど
熟
練
者
の
経
験
や
勘

に
頼

て
い
た
業
務
の

Ａ
Ｉ
分
析
に
よ
る
省
人

化
・
高
度
化
②
受
付
・

商
品
説
明
・
ク
レ

ム

・
電
話
対
応
な
ど
対
面

・
対
人
対
応
業
務
の
自

動
会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム

︵
チ


ト
ボ

ト
︶

活
用
に
よ
る
省
人
化
③

企
画
の
立
案
や
シ
ミ


レ

シ

ン
の
作
成
な

ど
オ
フ

ス
人
材
・
高

度
人
材
が
一
手
に
担


て
い
た
業
務
の
Ａ
Ｉ
サ

ポ

ト
に
よ
る
省
人
化

・
高
度
化
が
挙
げ
ら
れ

る


　
ま
た

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活

用
で
は

①
イ
ン
フ
ラ

・
工
場
設
備
な
ど
の
老

朽
化
や
農
林
漁
業
に
お

け
る
生
育
環
境
・
生
育

状
況
な
ど
の
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る

監
視
お
よ
び
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報

の
収
集
・
分
析
で
異
常
の
早
期
発

見
や
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
補

修
に
つ
な
げ
る
省
人
化
・
高
度
化

②
高
所
設
備
・
台
風
時
の
河
川
の

水
位
な
ど
危
険
箇
所
や
植
物
工
場

・
養
殖
場
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
遠
隔
監
視
と
遠
隔
操
作
に
よ
る

補
修
や
調
整
を
行
い

移
動
時
間

削
減
な
ど
時
間
の
有
効
活
用
に
つ

な
げ
る
省
人
化
・
リ
ス
ク
対
策
の

高
度
化
③
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
入
手
し
た
情

報
を
基
に
Ａ
Ｉ
が
デ

タ
解
析
す

る
こ
と
で

設
計
か
ら
製
造
・
保

守
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
を

実
現
す
る
省
人
化
・
自
動
化
・
高

度
化
が
挙
げ
ら
れ
る


　
ス
イ
ス
の
国
際
経
営
開
発
研
究

所
︵
Ｉ
Ｍ
Ｄ
︶
が
発
表
し
た
２
０

２
５
年
版
世
界
デ
ジ
タ
ル
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
わ
が
国
は


カ
国
・
地
域
中

位
と
低
迷
し

て
い
る

特
に
中
小
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
業
種
に
よ
り
温
度
差
は

あ
る
も
の
の
概
し
て
進
ん
で
い
な

い

２
０
３
０
年
問
題
を

自
己

変
革
の
﹁
一
丁
目
一
番
地
﹂
と
前

向
き
に
再
定
義
し
な
お
す
必
要
が

あ
る


省
人
化
・
自
動
化
の
積
極
推
進
が
鍵
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